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平 成 １９年 度 決 算 報 告 書 

 

 
地方自治法第２３３条第５項の規定に基づき、平成１９年度に 

    
おける主要な施策の成果を次のとおり報告します。 

 
 
 

平成２０年９月 
 
 

取手市長 藤 井 信 吾 



‐2‐ 

                  財 政 状 況 
 
第１ 国の予算 
  平成１９年度の予算編成に当たっては、行政のスリム化・効率化を一層徹底し、総

人件費改革や特別会計改革、資産・債務改革等について、適切に予算に反映させる。 
  また、歳出全般にわたる徹底した見直しを行い、一般歳出及び一般会計歳出につい

て厳しく抑制を図るとともに、足下の経済情勢や税収動向を踏まえ、新規国債発行額

について過去最大の減額を目指す。 
  このような方針に基づいて編成された平成１９年度の一般会計当初予算の規模は、

８２兆９，０８８億円で前年度比３兆２，２２８億円（４．０％）の増加となった。 
 
第２ 地方財政対策 
地方財政については、「経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００６」等を

踏まえ、国と地方の信頼関係を維持しつつ、国、地方それぞれの財政健全化を進める

ため、国の取り組みと歩調を合わせて国民・住民の視点に立って、その理解と納得が

得られるよう、地方公務員人件費、地方単独事業等歳出の徹底した見直しを行うとと

もに、あわせて安定的な財政運営に必要となる地方税、地方交付税等の一般財源の総

額を確保しつつ、地方交付税交付金等を抑制することとしている。 
地方財政規模は８３兆１，２６１億円で前年度比２４７億円（０．０３％）減とな

った。 
 
第３ 市の予算編成等 
統一地方選挙にあたる平成１９年度の予算編成は、計画的な市政運営の観点から義

務的な経費等最小限の「骨格予算」を編成した。 
歳入においては、三位一体の改革による税源移譲によって所得譲与税、地方特例交

付金等の減収が見込まれる非常に厳しい状況となっている。 
一方、歳出面では、扶助費などの義務的経費や施設管理経費及び教育施設の耐震補

強等の改修経費、繰出金等の増加が見込まれている。 
従来にも増して、歳出の削減が求められており、財政健全化の確保に努め、徹底し

た経費の削減合理化を図り当初予算を編成した。 
 
第４ 決算の状況等 
  一般会計の決算状況は、歳入予算額３４７億９，８６４万８千円に対し決算額は、

３４６億６，２００万４千円で、予算額に対する決算額の比率は９９．６１％となっ 
た。 
歳出においては、決算額３３９億２１５万２千円で９７．４２％となった。 
また、全ての会計を合計した決算状況は、歳入予算額６０６億４，１５６     

万円に対し決算額は５９５億１，３６５万円で、予算額に対する決算額の比率は９８．

１４％となった。歳出においては、決算額５９０億２，４８３万７千円で９７．３３％

となった。 



（単位：円、％）

予算額に対する 予算額に対する

決算額との比較 決算額との比率

歳 入 34,798,648,000 34,662,004,239 136,643,761 99.61

歳 出 34,798,648,000 33,902,152,663 896,495,337 97.42

歳入歳出差引額 － 759,851,576繰越明許費繰越額 36,609,000

翌年度繰越金 723,242,576

歳 入 903,328,000 802,721,140 100,606,860 88.86

歳 出 903,328,000 767,472,625 135,855,375 84.96

歳入歳出差引額 － 35,248,515繰越明許費繰越額 24,875,000

翌年度繰越金 10,373,515

歳 入 48,322,000 47,497,019 824,981 98.29

歳 出 48,322,000 47,497,019 824,981 98.29

歳入歳出差引額 － 0翌年度繰越金 0

歳 入 11,451,894,000 10,583,931,034 867,962,966 92.42

歳 出 11,451,894,000 11,194,009,871 257,884,129 97.75

歳入歳出差引額 － △ 610,078,837翌年度繰越金 △ 610,078,837

歳 入 6,960,423,000 7,006,363,362 △ 45,940,362 100.66

老 人 保 健 特 別 会 計 歳 出 6,960,423,000 6,879,334,285 81,088,715 98.84

歳入歳出差引額 － 127,029,077翌年度繰越金 127,029,077

歳 入 4,464,694,000 4,392,686,305 72,007,695 98.39

介 護 保 険 特 別 会 計 歳 出 4,464,694,000 4,253,729,094 210,964,906 95.27

歳入歳出差引額 － 138,957,211翌年度繰越金 138,957,211

歳 入 6,661,000 5,086,664 1,574,336 76.36

介護サービス特別会計 歳 出 6,661,000 4,577,943 2,083,057 68.73

歳入歳出差引額 － 508,721翌年度繰越金 508,721

歳 入 2,006,621,000 2,012,392,723 △ 5,771,723 100.29

競 輪 事 業 特 別 会 計 歳 出 2,006,621,000 1,975,492,196 31,128,804 98.45

歳入歳出差引額 － 36,900,527翌年度繰越金 36,900,527

歳 入 969,000 967,902 1,098 99.89

歳 出 969,000 571,167 397,833 58.94

歳入歳出差引額 － 396,735翌年度繰越金 396,735

歳 入 60,641,560,000 59,513,650,388 1,127,909,612 98.14

合 計 歳 出 60,641,560,000 59,024,836,863 1,616,723,137 97.33

歳入歳出差引額 － 488,813,525

平成１９年度取手市会計別決算総括表

用 地 先 行 取 得 事 業
特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計

会 計 別

一 般 会 計

取手駅西口都市整備事業
特 別 会 計

取手地方公平委員会
特 別 会 計

区 分 予 算 額 決 算 額
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決 算 の 概 要 
 

１ 予算の状況  
 
当初予算 
平成１９年度の一般会計の当初予算（骨格予算）は、歳入歳出ともに、３１７億６，０００

万円で、平成１８年度当初予算３３６億６，０００万円に比較し、１９億円（５．６％）の減

となった。 
また、特別会計は、８会計で、当初予算額は、２３１億１４５万７千円となり、平成１８年

度の２２４億１１万１千円に比較し、７億１３４万６千円（３．１％）の増となった。 
 
補正予算 
一般会計において７回、計１９億８，１１７万１千円の増額補正を行い、最終予算額は、３

３７億４，１１７万１千円となった。これを平成１８年度の最終予算額と比較すると、１５億

３，５５２万９千円（４．４％）の減となった。 
また、特別会計における補正予算は、用地先行取得事業特別会計及び取手地方公平委員会特

別会計を除く６会計で２４億２，７５６万４千円を増額補正し、最終予算額は、２５５億２，

９０２万１千円（前年対比１８億５，１１８万３千円、７．８％増）となった。 
 
２ 決算の状況 
 
一 般 会 計 

平成１９年度は、限られた財源の中で行政課題に取り組み、最小の経費で最大の効果を挙げ

られるよう、職員一人ひとりが危機感と経営感覚をもって、知恵を絞り行政サービスの維持・

向上に努め、市民サービスの向上と効果的効率的な財政運営に努めた。 
重点施策においては、市民生活の重視を基本に、都市基盤の整備・都市機能の充実、防災対

策の強化、子育て環境の充実、障害者・高齢者対策、教育環境の充実等の施策を推進した。 
 
（決算額） 
一般会計の歳入歳出決算額（繰越事業を含む。）は、 
歳 入 ３４６億６，２００万４千円（平成１８年度 ３５１億４，０７６万５千円） 
歳 出 ３３９億２１５万２千円  （平成１８年度 ３４３億３，１４６万円） 
となり、平成１８年度に比べ歳入で４億７，８７６万１千円（１．４％）の減、歳出で４億２，

９３０万８千円（１．３％）の減となった。 
 
（決算収支） 
一般会計の歳入歳出差引額は、７億５，９８５万２千円で、このうち平成２０年度へ繰り越すべ

き財源３，６６０万９千円（繰越明許費繰越額）を控除した実質収支額は、７億２，３２４万３千

円となった。 
 



（歳　入）

　歳入の状況

　主な歳入の前年度との比較

市税 20,265,725 18,613,883 1,651,842

地方譲与税 417,815 1,219,927 △ 802,112

利子割交付金 76,714 60,812 15,902

配当割交付金 79,749 73,194 6,555

株式等譲渡所得割交付金 42,271 48,865 △ 6,594

地方消費税交付金 919,686 961,561 △ 41,875

地方特例交付金 174,268 736,804 △ 562,536

地方交付税 1,719,863 1,751,755 △ 31,892

分担金・負担金 380,323 367,826 12,497

国庫支出金 2,233,071 2,474,721 △ 241,650

県支出金 1,290,612 1,131,777 158,835

繰入金 569,448 613,756 △ 44,308

繰越金 809,305 594,997 214,308

諸収入 2,009,878 1,912,829 97,049

市債 3,028,200 3,861,200 △ 833,000

その他 645,076 716,858 △ 71,782

合計 34,662,004 35,140,765 △ 478,761

　一般財源

平成１９年度の歳入決算額は、３４６億６，２００万４千円で１８年度と比較
すると４億７，８７６万１千円、１．４％の減となった。

平成１９年度の一般財源（市税、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取
得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金）は、２３
９億７，４８９万円で平成１８年度の２３７億４，６０８万２千円に比べ、２億
２，８８０万８千円（１％）の増となった。
一般財源の歳入総額に占める割合は、６９．２％で平成１８年度の６７．６％

と比較すると１．６％の増となった。
臨時財政対策債１０億１，８５０万円を加えると、２４９億９，３３９万円と

なり、平成１８年度と比較し、１億３，８４９万２千円(０．６％ )の減、一般財
源の歳入総額に占める割合は、７２．１％となった。
　増減内訳、伸び率は、次表のとおりである。

8.9

△ 65.8

26.1

9.0

△ 13.5

△ 4.4

△ 76.3

△ 1.8

3.4

△ 9.8

△ 21.6

△ 10.0

△ 1.4

14.0

△ 7.2

36.0

5.1

対前年度
　伸び率
（％）

（単位：千円）

19年度 18年度 増減
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　一般財源の決算額の比較

（単位：千円）

市税 20,265,725 18,613,883 1,651,842 8.9

地方譲与税 417,815 1,219,927 △ 802,112 △ 65.8

利子割交付金 76,714 60,812 15,902 26.1

配当割交付金 79,749 73,194 6,555 9.0

株式等譲渡所得割交付金 42,271 48,865 △ 6,594 △ 13.5

地方消費税交付金 919,686 961,561 △ 41,875 △ 4.4

ゴルフ場利用税交付金 72,231 71,552 679 0.9

自動車取得税交付金 182,226 182,158 68 0.0

地方特例交付金 174,268 736,804 △ 562,536 △ 76.3

地方交付税 1,719,863 1,751,755 △ 31,892 △ 1.8

交通安全対策特別交付金 24,342 25,571 △ 1,229 △ 4.8

小　　計 23,974,890 23,746,082 228,808 1.0

減税補てん債 0 260,300 △ 260,300 △ 100.0

臨時財政対策債 1,018,500 1,125,500 △ 107,000 △ 9.5

小　　計 1,018,500 1,385,800 △ 367,300 △ 26.5

合　　計 24,993,390 25,131,882 △ 138,492 △ 0.6

（歳　出）

　歳出の状況

　目的別歳出

（単位：千円）

議会費 347,527 1.0 348,260 △ 733 △ 0.2

総務費 5,623,536 16.6 5,575,626 47,910 0.9

民生費 9,325,569 27.5 8,766,134 559,435 6.4

衛生費 1,757,485 5.2 1,788,898 △ 31,413 △ 1.8

農林水産業費 467,340 1.4 426,944 40,396 9.5

商工費 290,682 0.9 275,701 14,981 5.4

土木費 4,890,504 14.4 5,585,030 △ 694,526 △ 12.4

消防費 1,875,301 5.5 1,973,209 △ 97,908 △ 5.0

教育費 4,555,448 13.4 4,968,417 △ 412,969 △ 8.3

災害復旧費 - 0.0 -

公債費 3,768,106 11.1 3,825,836 △ 57,730 △ 1.5

諸支出金 1,000,654 3.0 797,405 203,249 25.5

計 33,902,152 100.0 34,331,460 △ 429,308 △ 1.3

　平成１９年度における一般会計歳出決算額は、３３９億２１５万２千円で、その目的別
決算額及び構成比は、下表のとおりである。

伸び率（％）款　　名 19年度 構成比(%) 18年度 増減

款　　名 19年度 伸び率（％）18年度 増減
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　特別会計

　特別会計の歳入歳出決算額は、次の表のとおりとなった。

（単位：千円）

歳　入 歳　出 差引残高

取手駅西口都市整備事業 802,721 767,473 35,248

47,497 47,497 0

10,583,931 11,194,010 △ 610,079

7,006,363 6,879,334 127,029

4,392,686 4,253,729 138,957

介護サービス 5,086 4,578 508

2,012,392 1,975,492 36,900

968 571 397

24,851,644 25,122,684 △ 271,040

名　　称

用地先行取得事業

国民健康保険事業

合　　計

老人保健

介護保険

競輪事業

取手地方公平委員会

民生費

民生費

衛生費

衛生費

土木費 消防費

消防費

教育費

教育費

公債費

公債費

議会費

総務費

総務費

農林水産業費 商工費

土木費

諸支出金

諸支出金

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18年度

19年度
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